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不安や差別・・・“３つの感染症” 

 

 全国的な感染拡大が続く、新型コロナウイルス。各地で外出自粛が呼び掛けられる中、不安な毎日を

過ごしている人も多いことと思います。学校でも、臨時休業が行われるなど、異例の新年度のスタート

となっています。そんな中、日本赤十字社が「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」というスラ

イドを公開しました。今回は、そんな『３つの感染症』についてのお話です。 

 

 日本赤十字社によると、「３つの感染症」とは、 

  第１：病気 

  第２：不安 

  第３：差別    とのことです。 

 

 第１の感染症は「病気そのもの」で、重症化して肺炎を引き起こすなど、身体に影響を及ぼす危険を

指します。 

 そして、第２の感染症は、ウイルスに対する「不安と恐れ」です。まだまだ分からないことが多いこ

とから、新型コロナウイルスへの不安や恐れが、私たちの心の中でふくらみ、気付く力、聴く力、自分

を支える力を弱め、瞬く間に人から人へと伝染していくことで、人々が振り回されてしまうのだと指摘

しています。 

 最後の第３の感染症は「嫌悪・偏見・差別」です。不安や恐れは人間の生き延びようとする本能を刺

激します。ウイルス感染に関わる人や対象を日常生活から遠ざけたり、差別したりするなど、人と人と

の信頼関係や社会のつながりが壊されてしまうと警鐘を鳴らしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

そして、これらの“３つの感染症”は、 

 

  

 

 

 

 

 

という“負のスパイラル”でつながり、例えば「あの人は咳をしている。コロナなんじゃないか」「コロナ

ウイルスが流行っている地域のものを買うのはやめよう」と思ったり、「熱があるけど怖いから黙ってい

よう」と考えたりするような行動を招くことで“感染症”が広がっていくというのです。 

 対策としては、感染予防のための手洗いや咳エチケットの徹底をするほか、「まずは自分を見つめてみ

ましょう」として、深呼吸をしたり、お茶を飲んで一息入れたり、「何かと感染症と結びつけて考えてな

いか、趣味の時間や親しい人との交流が減っていないか」などを振り返り、普段と変わらず続けられるこ

とを探すこと、さらには「ウイルスに関する情報から距離をおく時間を作る」などして、不安から身を守

るための方法を紹介しています。 

 さらに、小さな子どものいる家庭、高齢者、治療を受けている人とその家族、自宅待機している人、医

療従事者、だけでなく、日常生活を送って社会を支えている人も含め、「この事態に対応している全ての

方々をねぎらい、敬意を払いましょう」と呼び掛けています。 

 コロナウイルスとの戦いは、苦しい長期戦になると言われています。人との身体の距離は遠くに、ここ

ろの距離は近くにおいてください。病気に起因する差別は社会の分断を生み、人々が連帯して病気に立ち

向かう力を弱めてしまいます。感染対応の最前線に立っている方々へのねぎらいと敬意を忘れずにいたい

ものですね。今は誰かを非難するときではありません。不安に飲み込まれないよう、社会が一丸となって

この緊急事態を乗り越えられるよう、一歩立ち止まって考え、今、自分がやるべきことをしっかりやると

きではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他にも、日本赤十字社では、「感染症流行期にこころの健康を保つために」というサポートガイドのシ

リーズも公開されています。自分だけでなく、家族や友人が隔離や自宅待機となった場合に「こころの健

康」を支えるためのヒントが掲載されています。いまだ、収束が見えない、新型コロナウイルスの感染拡

大。病気そのものだけでなく、そこから生まれる不安や差別などに対して、一人ひとりの意識を変えて結

束することが、いち早い解決の糸口となるかもしれませんね。 

未知のウイルスに対する 

不安が生まれる 

本能的にウイルス感染に関わる人を 

遠ざけようと差別が生まれる 

差別を受けることへの恐れから 

受診をためらい、病気が拡散する 


